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合
赤
h
v羽
様
篤
行
者
負
好

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

J

Y十
月
一
日
!
寸
ニ
月
い
っ
ぱ
い
、

「
全
学
迭
の
む
ず
こ
た
ち
ょ
、
や
っ
ぱ
ザ

デ
モ
よ
り
こ
の
方
が
ゆ
か
し
い
ね
ぉ
」

一
に
及
ぼ
す
影
響
を
審
議
。

一
日V
U日
産
業
常
任
議
@
陳
情
審
査
。

一
門
v
m出
回
総
務
常
任
議
e
士
沢
出
議
所
の

一
最
高
令
は
文
久
生
れ
の
文
蔵
さ
ん
一
建
物
を
土
沢
農
協
へ
払

ρ下
げ
る
こ
と

~
カ
メ
ラ
の
訴
に
ポ
ー
ズ
す
る
一
元
気
定
一
一
に
つ
い
て
一
響
議
。

Z

し
よ
り
のB
O

究
月
十
五
只
一
才
以
上
室
長
需
を
お
贈
り
し
一
城
島
民
幡
の
簡

市
は
、
七
十
七
才
以
上
の
お
と
し
止

D

一
ま
烹ι

一
争
み

一
千
百
五
丈
夏
聖
書
館
に
お
一

ζ

と
お
需
の
最
高
令
書
、
変
一
易
水
道
を
可
決

ま
ね
き
し
て
、
敬
老
令
官
僚

U

ま
す
。
一
二
一
年
四
月
十
二
日
袋
、
れ
の
吉
野
玄
寒
口
一
第
一
一
一
路
市
議
会
叫
臨
時
会

ま
た
、
全
員
に
紅
白
モ
ナ
カ
を
、
八
十
一
ん
。
真
土
二
五
六
に
お
住
い
で
九
十
八
一
第
一
一
一
回
市
議
会
臨
時
金
は
、
八
月
一
一
千

八
才
以
上
の
入
に
座
ぶ
と
ん
を
贈
る
ほ
一
才
。
十
六
臼
か
十
七
自
に
、
内
山
神
奈
一
九
百
議
事
堂
に
院
金
、
会
期
一
臼
で
、
一

か
、
八
十
才
以
上
で
一
卑
以
上
市
内
に
一
川
県
知
事
も
お
初
い
に
訪
れ
ま
す
。
一
同
時
間
と
城
島
地
区
に
市
営
情
湯
水
道
を
一

住
ん
で
い
る
入
に
一
一
千
円
づ
つ
の
敬
老
一
文
議
さ
ん
は
今
な
お
お
元
気
で
「
仕
事
一
ひ
く
案
を
審
議
し
、
こ
れ
者
原
案
ど
お
一

生
を
さ
し
上
げ
ま
す
。
一
を
し
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
、
き
こ
一
回
裏
じ
ま
し
た
。
一

県
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
七
十
七
才
一
と
は
荷
ひ
と
つ
忘
れ
て
い
な
れ

o
E

一ζ
の
決
定
に
よ
っ
て
二
一
一
五
二
ニ
一

一
土
ハ
両
年
度
の
う
ち
に
、
閣
議

e
滅
一

1

七
十
九
オ
ま
で
祝
い
R
q
八
十
才
一
い
い
な
が
ら
、
力

4
7
の
前
に
ポi
ズ
一
一

一
一
島
@
繁
田
打
駒
木
の
各
地
域
に
、
金
一

i

八
十
四
苦
手
間
@
八
十
五
才
一
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
だ
空
を
あ
お
一
恩
寺
実
に
つ
い
で
喜
護
一

5

八
十
七
支
宝
一
一
平
?
八
十
八
い
だ
交
議
さ
ん
の
自
に
は
、
大
子
留
一
審
自
の
簡
易
水
道
が
ひ
か
れ
ま
す
。
一

会
対
談
出
席
者
会

市
長
一
一
円

m
貞
雄
e

平
塚
市
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
議
長
官
伐
千
恵
字

@
平
塚
市
広
報
委
員
会
連
絡
会
議

議
長
野
崎
芳
平
の
み
な
さ
ん
。

罰
金
a

岡
本
総
務
課
裳

速
記
@
橋
祉
事
務
所
安
明
輔
、
主
事

ょう。

務署事のしかr;; .官製はがきに.7怒人口和検書 i':鼻矯

数字で書き. 9 月初日までに市役所会磁審議室統計
係へ。住所，氏名.職業を現書記のこと。 1 人 1 枚。

鎚 食. 1 等5，∞母Fすく\ :ﾓ) 

2 毒事2，鈴OPl (2 名) 3 等l， Oü>j円

国勢調ままの行なわれる10月 1 日現

在の平塚市の総人口は，何人でし

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
を
た
す
け
、
収
容

す
る
民
間
間
関
体
や
民
営
の
縮
設
は
、
全
憶

に
ぎ
つ
主
一
万
五
千
以
上
。
共
闘
同
募
金
で

あ
つ
ま
っ
た
幼
け
合
し
の
お
金
は
、

ζ

れ

ら
の
問
弁
や
施
設
を
う
る
お
寸
大
切
な
滋

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
、
共
同
募
金
会
主

民
生
委
員
さ
ん
を
中
心
に
、

十
月
い
っ
ぱ
い
募
金
が
行
危

わ
れ
ま
す
。

こ
と

L

の
平
塚
市
の
目
標
額

は
、
ニ
百
三
十
一
万
円
。
一

戸
当
り
百
円
強
で
す
。
年
末

助
け
合
い
募
A
Eも
ふ
く
ん
だ

筏
で
す
。
ど
協
力
く
記
事
い

6



で
す
え

お
き

事月龍

一
2
一
紳
開
業
所
名
一
杓
奉
者
名
一
一
謀
総
電
話
一
抽
出
当
地
反
名
一
一

一
回
一
湖
南
会
衆
衛
生
一
小
松
照
興
一
一
寸
一
一

υ
八
万
と
中
原
地
良
二

一
当
一
平
塚
衛
生
谷
川
篠
択
一
一
寸
二
む
八
一
一

F

と
南
威
、
出
原
下
。
一

恒
一
大
野
衛
生
一
相
原
一
閉
山
一
一
三
一

δ
八
一Eと
真
土
、
四
之
目
安
一

あ
一
宮
島
一
土
興
業
有
援
会
社
一
円
話
回
芳
世
話
←
一
、

O
五
五
一
ひ
と
神
田
ク
一

捻
一
一
藷
沢
衝
袋
笠
松
岡
山
良
次
郎
一
一
寸
一
一

δ
八
一
む
と
問
問
拡
庄
町
事
国
タ
一

同
一
三
谷
松
衛
益
社
帰
国
松
瀧
一
一
一
、
一
一

δ
八
一Bと
金
目
、
金
田
ク
一

豊
一
買
海
衛
生
一
社
加
融
国
治
一
一
一
、
一

δ
=八
一
A

と
土
沢
、
組
グ
…

と
コ島

料
金
三

一
九
世
ツ

」
ノ
ト
ル

衛
設
課
で
は
、
健
所
ω
堺
市
政D
を
戸
付
添
っ
て
い
る
衛
生
業
者
の
業
務
反
域
紛
を
検
討
し
て
妥
ま
じ
た
が
、
業
者
間
聞
に

汲
み
厳
幻
翻
当
医
域
空
き
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賛
否
あ
る
汲
み
叡
白
と
、
能
選
的
な
作
業
が
期
待
一
で
き
る
と
の
結
識

を
幅
閉
ま
し
た
の
で
、

ζ
れ
を
、
九
月
十
玄
白
か
ら
裳
施
に
う
っ
す
乙
と
に
し
ま
し
た
勺

E時

幅開閉--"‘

つ

拠
出
制
酬
の

箆
渓
年
金?言語

25 汗店
長ぁ 5 主義

i!?fi 
訴さ Ei

て警叱
意書

Z 蓄
食量

E料金3 第 1 期 150円 (3 間接種〉

第 2期50円く 1 間接種〉・第 3 期lOPl

E注射を受1する人への注意〕

b 許iの日に入浴して清潔な下着にか

えておくこと。注射を受けた白は入

浴をさける。l>心燃のわるい人、熱

のある人は見合わせ、なおってから

注射を受けること。1>第 1J罰の人は

3 間受けないと効果がない。

ことし第 2 白目の狂犬病予防注射が

次の日程で行なわれます。

10月 3 日1岡崎出張所・金田出張所

。 4 日出城島出張所 a 豊田公民録

。 513=.土産主小・高梨集手L所 e 金

目出強所0

9 昔日出家苗保健所・加出張所

。 713=神罰出張所，四宮公民館

。 10日出八幡・中原河公民額。

しJ込， ク 11 日ニ三重量原公民銀 .1帯

マ》命;/ 紡第 1 分間
. 〆JP夜忌令 '" 1ロ2日コ哨o

芝暗襲芳5髭詰2主L 第 2 分矧閲
γ. l"1 タ 1313=消紡第 5 分間 e

間 3 分間

ク 14 目立須賀公民館・須賀海宝寺

タ 17 日ロ花氷公民館・海岸公民館

。 1自民z平塚保健所・旭犬抑留所

〈時間はいずれも前10時~後 3 時〉

善対象@生後 3か月以上の犬ぜんぷ

次の日程で、Ei Sせきとジフテリア

の予防注射を同時に行ないます。同

時にやるのは、注射の効果をたかめ

るためです。子供さんをおつれくだ

さい。 3 回にわたって行なわれます

が、都合で 2 までお知らせしてお

きます。 3 回目は11月 7 日から。

く第1[íj]吉見) 0工会場口(第 2 回 10月〉

12日一城島@長田両公民館一一一10 日

13日一岡崎小・金問鍵民館 1113 

14 日 宮沢小 e 旭公民館一一一12 日

15良一金目小・土産小→一一一一13 日

19日一大野小・神間保育所一一14 日

20日一潟入青年会・花氷会館 17 良

21日保健所・中原公民館一一18 日

22日一中原・須賀商公民館一一1在日

24 日 見附台公会堂一20 日

26日一見附台公会堂-21 日

時間は毎自午後 1 時30分

~3持

E対象]静第 1 期=34年5

月 113からことしの 4 月 30

a までに生れた子。

静第 2期=1昨年ジフテヲアとEi日せ

きの予防注射を受けた入。

静第 3期工コ29年 4 月 2 日から30年 4

月 1 日までに生まれた子。

できない
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問
問
不
思
議
の
簡
の
賢
一
段
お
分

後
陸
上
競
技
お
分

自
台
風
・
楽
器
各
時
分

間
ニ
ュ
ー
ス
加
分

間
町
わ
が
家
に
二
男
一
ニ
女
あ
り
的
分



T
i
f
-
-
t
i
j
y
i
v
g
的
地
e
葉
県
尾
瀬
襲
一
帯

十
汚
か
ら
木
濃
臼
マ
集
会
エ
一
十
一
一
宮
十
九
草
震
前
霊
江
ど
、

流
さ
れ
る
に
休
館

V
経
費
@
申
し
込
み
全
員
、
章
二
心
配
な

ζ
品
、
ぜ
ひ
一

宮
城
県
志
津
川
館
世
議
閤
品
約
台
体
湾
鐙
な
ど
千
四
官
円
往
復
貸
し
切

D

パ
ス

5

日
、
7
日
、
m出
回
、η
日
に
な
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
、

去
る
五
月
二
十
四
日
揮
波
の
た
宍
宮
教
育
議
員
会
で
、
見
附
台
体
育
館
@
見
守
申
し
込
み
@
先
着
五
十
名
ま
で
、
見

η
百
、
日
目
、
怨
片
山
日
、
幻
日
め
す
る
。

滅
熊
本
嘉
露
出
役
場
事
笈
一
所
書
武
選
手
島
合
会
委
譲
館
E
E
襲
警
大
会
事
蓄
量
一
一
皆
、
官
袋
6
時
2
i
J
V
制
緩
稲
言
、
要
国
大
市

。
六O
)
か
、
須
賀
会
委
万
平
塚
《f
t
i
!
{
4
!
1
1
1
u

守
八
T
t子
医
療
荊
目
黒
岨

単
の
戸
籍
簿
の
付
予
流
失
し
た
。
流
失
皇
、
十
月
一
事
長
官
官
獲
量
雲
ま
た
は
ヤ
マ
グ
チ
選
曲
賞
十
月
ま
で
紅
谷
通
り
室
長
教
育
襲
汚
職
員

日
f
i
u
m
最
下
諸
説
雪
印
日
立
け
い
れ
い
品
目
ド
日
益
計
十
@
市
内
在
住
@
在
学
@
在
体
内
側
通
行
他
実
際
教
壇
入
。

h
u
r人
出
貯
人
む
合
一
戸
籍
簿
で
あ
る
。
す
費
一
日
?
?
重
量
日
休
館
勤
者
で
十
五
オ
以
上

ω
健
康
な
人
勾
ガ
ス
章
子
君
主
次
の
寵
齢
制
パ
川
劇
川
駅
即

時
一
…
5
J
'
k訓
机
同
…
日
持
品
開
け
れ

M
Aれ
れ
こ
の
白
は
館
内
の
一
蓄
を
す
る
た
め
マ
打
喜
基
ー
九
月
土
ハ
早
後
六
叩
錦
町
日
以
日
臨
む
一
時
九
日
の
住
所
さ
が
す

年
一
…
同
期
お
侃

-
i

一
一
団
…
!
塁
喜
一
一
緒
径
民
問
思
議
へ
申
じ
出
利
用
で
喜
市

Z
長
考
躍
滞
情
い
踏i清
哩
溝
参p
、
円
」
迷
惑
を
お
か
け
す
る
。
教
育
蚤
員
会
で
、
さ
き
に
室
長
♂

市
一
…
制
等
身
?
投
追
悼
持
団
十
配
的
引
引
也
臼
間
に
わ
た
る
富

j
i
f
-
-
7
俳
句
会
入
撃
の
う
ち
、
次
一

間
一
…
一
統
ー
官
増
杭
一
…
競
輪
女
子
臨
時
間
婆
警
護
露
輩
出
へ
実
務
簿
記
叫
講
座
教
育
相
談
@
同
月
二
屈
の
入
の
議
案
が
わ
か
ら
ず
、
壁

際
一
…
コ
g

雌
…
昌
典
後
募
集
室
登
山
一
一
十
一
一
日
に
量
照
会
副
会
許
土
指
導
襲
撃
に
簿
氷
先
生
な
ど
お
く
る
の
に
図
っ
て
い
る
。

一
七
@
@
積
省
出
山
次
の
要
領
で
、
競
輪
露
執
務
員
を
募
第
九
需
民
総
合
体
湾
大
会
の
一
額
面
喜
一
事
ら
十
二
日
間
、
見
附
台
会
主
教
喜
寄
(
教
委
内
全
一
ニ
俳
句
二
位
霊
太
霊
〈
平
塚
)

山
点
数
数
度
月
山
岨
揮
し
て
い
る
。
と
し
て
、
次
の
要
領
て
尾
瀬
一
探
勝
市
会
堂
に
実
務
簿
記
語
習
企
が
ひ
ら

V
れ
五
O
)
で
段
、
毎
月
第
一
@
第
一
一
月
騒
川
務
一
位
南
満
努
(
花
水
台
)

一
明
輔
崎
前
…v資
格
工
芸
査
下
の
重
憲
民
登
山
が
行
な
わ
れ
る
。
布
教
室
員
る

o
警
は
量
生
計
士
原
関
氏
。
日
を
警
相
談
宮
と
し
て
、
小
@
申
学
正
し
い
豊
言
、
社
八

人
静
一
一
樹
人
間
九
月
二
十
金
、
主
催
@
平
塚
山
岳
協
会
主
管
。
市
@
商
工
金
議
所

6

法
入
金
@
青
色
申
生
。
教
育
に
演
す
る
お
一
ー
さ
ん
、
お
母
(
一
九
二

O
詰
)
へ
ぜ
ひ
。

マ
回
時e
九
月
二
十
ごB
i
二
十
五
日
告
会
の
四
者
が
共
僻
す
る
。
さ
ん
方
の
C
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

こごと

• 10.fl 

Oだれにも言言え

ないあな党の餅

み、点、曹日むとを

そっと訴えてい

ただく。

岳毎月号吾 1
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その他精神的静済的問題なλずホ

1 1 事

①
台
鼠
・
そ
し
て
停
電
、
ハ
ダ

カ
の
ロ
i

ソ
タ
が
ゆ
ら
ぎ
ま

す
。
安
全
な
使
い
方
を
工
夫

し
て
く
だ
き
い
。

②
か
ま
ど
e

コ

y
p
e

残
り
火

の
火
の
粉
が
飛
ば
な
い
よ
う

に
注
慈
し
ま
し
ょ
う
。

③
ム
口
氏
む
と
昔
、
合
同
州
の
す
ぎ

た
あ
と
、
必
ず
煙
突
が
こ
わ

れ
て
い
な
い
か
、
A
V岬C
め
が
，

ゆ
る
ま
な
か
っ
た
か
、
た
し

か
め
て
く
だ
さ
い
。

③
避
難
す
る
と
き
、
家
の
中
に

火
を
残
さ
な
い
よ
う
、
始
末

を
確
実
に
。

③
台
風
の
あ
と
、
電
線
が
た
れ

さ
が
っ
た
り
、
ふ
れ
合
っ
た

り
し
て
レ
な
い
か
、
家
的
ま

わ
P

の
同
引
き
込
み
線
を
た
し

か
込
晶
ζ

と
が
大
切
で
す
。



長
交
茶
は
茎
が
の

1]) 

び
す
ぎ
る縄

問
削
獲
で
き
ま
る
モ
ロ
コ
シ
作
り

9

と
う
も
ろ
げ
克
人
は
、
平
均
収
量
の
二
倍
を
こ
え

乙
し
ん
ゲ
は
、
一
ア
ー
ル
(
皮
)
当
支

D

一
万
一
千
五

銭
造
、
と
く
に
乳
牛
の
銅
溺
と
レ
て
遇
百
八
十
キ
ロ
ぜ

J

〈
一
一
一
千
九
十
実
)
に
も
達

し
て
い
ま
す
。
収
量
も
多
く
、
作

D
方
し
て
い
ま
す
。

も
容
易
で
、
牛
も
こ
れ
を
よ
ろ

ζ
ぴ
圭
競
技
生
で
上
位
協
綬
を
あ
げ
た
人
の

す
し
、
そ
の
上
菅
草
の
な
く
な
る
冬
の
と
う
吾
う
こ
し
作

D
d
、
階
市
九
十

開
聞
の
輯
濁
糾
と
し
て
、
サ
イ
ロ
に
援
め
吟

M
(一
一
一
一
尺
)
、
株
時
間
一
一
十
時

γが
(
一

込
ん
で
お
〈
に
、
水
骨
や
糖
与
が
、
適
尺
)
ぐ
ら
い
で
一
一
一

4立
ち
、
も
と
。

当
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
ら
で
す
。
全
え
に
た
い
服
役
一
ア
ー
ル
当
た
り
千

図
的
に
見
て
も
い
ち
ば
ん
広
く
普
及
し
八
百
七
十
五

J
M
q
y
(

五
百
貨
〉
施
胞

だ
鈎
耕
作
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
て
い
ま
す
。
と
う
吾

O
C
し
作D

乙
の
9

と
う
も
ろ
こ
し
。
の
整
相
に
は
は
、
舵
斜
を
た
く
さ
ん
必
要

ζ
し
、

と
く
に
立s
t
し
い
技
術
を
必
要
と
し
施
肥
桝
が
翠
血
に
直
接
ひ
ぴ
い
て
き

ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
作
白
方
い
か
ん
ま
ず
。
品
種
ぽ
長
交
系
り
も
の
が
多

に
よ
っ
て
、
収
震
の
差
引
が
お
お
き
ぺ
祭
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
章
一
が
の

い
ぎ
す
の
で
、
研
究
と
γ
一
夫
が
必
要
で
ひ
ナ
ざ
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
台
風
に

す
。
先
日
、
宿
主
催
で
行
な
っ
党
節
約
あ
う
と
倒
校
し
ま
す
の
で
、
刈
白
取

作
物
増
産
額
後
会
の
と
う
も
ろ
に

υ

の
り
を
皐
く
、
八
月
五
門
口
ま
え
に
す
ま

郁
の
腐
績
を
見
て
も
、
銭
高
収
景
品
札
上
空
也
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

男だ陳人つ 2 をが登潜士らち作這つヨそり
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曲
四
醤
吉
ぴ
し
い
九
日
け
は
じ
め
、
山
口
さ
ん
の
ほ
か
に
、
布
水
広
報
委
員
会
の
吉
田
憲
江
萎
員
さ
ん
の
合

間
行
老
い
た
だ
い
て
、
ト
!
?
革
筆
勢

ω
一
軍
一
に
、
下
水
掃
除
を
閥
単
も
続
け
て
い
る
変
友
会

ψ
人

た
ち
を
訪
閉
じ
ま
し
た
。

門
出
珂
特
派
員
記
〕
吉
田
さ
ん
が
め
ら
れ
た
、

ζ
泊
町
内
の
か
く
れ
た
美
ナ
。

「
よ
く
こ
れ
ま
で
と
」
演
説
揖

ζ
れ
っ
と
挙
「
ド
プ
掃
徐
」
と
は
こ
う
な
ん
で

思
刈
D

は
、
前
作
と
の
腐
係
な
ど
か

ら
で
き
に
く
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
収

監
の
多
い
長
古
河
系
は
青
刈
用
と
し
、

サ
イ
ロ
に
は
、
倒
伏
に
強
い
品
穫
を

選
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

造物にもちいてあったようであ

る。いづれ焼け落ちるときにか

く絞れたものであろう。

この布毘瓦の製作年代は奈良

時代にまでさか

の』まらないが乎

安時代をくだら

ぬものであると

いおれている。

してみると平安

時代に大きな伽

藍が存していた

こ主となる。な

んと言った寺で

設が態てたもの

であったのか伝承さえも消滅し

ているのでさっぱりわからな

し、。

そのころの東海道は現在のも

のよりずっと北を走っていては

るかに陸奥(みちのく〉に通じ

ていた。たぶん当時の海道のほ

とりに立派なー寺が建立されて

いたのである。

議
岬

J
お
騒

動
正
肯

(
ι額

四
μ

金
書
の

一
ω

闘
と
川
十

時
汁
揮
と
曲

一
M引
開
円
以
し

一
d
c

替
の
絡

一
し
挙
後
る

諮
選
常
く

八
月
五
日
前
に

刈
り
取
り
を

四
回
糾
作
物
増
産
続
援
会
ひ
ら
〈

市
は
八
月
二
十
二
日
飼
判
制
作
駒
場
産

出
回
授
金
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
上
位
入

賞
は
①
一
一
言
一
幸
雄
〈
上
吉
沢
)
②

野
川
勲
〈
上
官
沢
)
③
鈴
木
兼
治
(
揺
)

④
穂
町
勝
(
上
吉
沢
)
⑤
山
沼
重
男

〈
上
士
黒
川
口
門
審
査
評
}
出
町
闘
は
一
一

十
九
点
、
収
量
属
現
日
め
だ
っ
た
。

縮
問
鐙
を
ふ
や
す
ζ
と
に
研
鈴
努
力

が
の
ぞ
ま
れ
る
。
長
交
系
は
刊
川
白
球

D

宇
扇
く
す
る
乙
と
。

NO.54 

と
平塚市四之宮の高林寺は真言

宗に麗し内通山不動践とし市、不

動防玉を本尊としている。

たいへん古い寺と思えるが江戸

時代中期火災にかかり古伝を全

く失ってしまった。中輿の宥儀

法印は交政九年(1826) に叙し

ている自で現校それし以後のこと

しかわかっていない。

ところが数年前現住激足立一

厳邸が寺後の竹重まを拓いたとこ
ろいちだん高い地域から写真の

ような布自瓦破片がたくさん出

ニとした。みな砕片であるがもと

の形を想定してみるとかなり大

きな，またがんじようなもので

あったらしい。よほど大きな建

扇
け
や
選
挙
人
。
穫
を
作
白
、
お
と
を
見
せ
て
く
れ
な
い
ん
だ
も
の
。
」
酬

な
顕
示
げ
の
立
ち
合
い
演
説
会
や
応
そ
こ
で
母
が
に
は
、
お
手
本
堂
一
市
そ
剛

警
説
を
や
っ
た
担
、
襲
霊
設
う
と
雪
昌
じ
ま
し
花
。
が
、
ど
ラ
酬

草
り
し
て
、
お
よ
に
量
豆
大
し
て
も
ま
っ
す
暴
け
ま
せ
ん
。
品

な
選
準
を
し
ま
し
た
。
て
い
た
子
が
に
は
、
腹
を
か
与
え
て
削

こ
ん
な
に
ま
で
し
て
、
清
純
に
成
長
笑
い
出
し
ま
し
た
。
酬

し
て
い
く
毒
の
選
挙
に
対
す
志
実
は
鶏
の
や
る
を
草
て
い
州

選
挙
主
し
く
明
る
い
も
の
で
な
替
え
を
、
傷
つ
け
る
よ

5
E

と
が
ま
ず
。
総
選
挙
主
じ
か
に
重
さ
附

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
添
い
ま
す
。
れ
て
い
ま
す
。
緊
収
や
情
実

m
uな
い
酬

毒
た
ち
が
よ
く
‘
宜
し
い
選
挙
の
字
削

知
っ
て
い
ま
す
。
弘
ソ
ニ
内
ノ
市

r
r
齢
歯
喰
F
A
i
l
m

え
コ

Z

事
3
3と

γ
玄
吾
、
示
し
て
や
脚

舎
は
、
事
〆
、
〈
息
苦

4
m

プ
り
た
い
も
の
で
す
附

a

中
震
で

h
v
T
e
棋
は
ド
し
っ
と
晃
て
い
るi

今
月
十
五
日
塁
側

い
ろ
い
ろ
の
議
員

1

心
に
し
て
、
基
本
酬

を
き
め
る
の
に
、
問
る
い
選
挙
に
よ
ん
ゲ
子
供
は
裁
の
名
優
ー
で
あ
る
ん

q
と
も
選
挙
人
名
簿
を
つ
く
D
か
え
る
た
め
酬

つ
ず
人
選
び
出
し
て
い
ま
す
。
い
わ
れ
ま
す
。

ζ
ん
な
「
か
に
の
母
の
調
査
が
す
〉
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
附

昔
、
需
の
あ
る
新
閣
議
道
と
き
の
票
雪
ま
す
。
こ
の
室
主

U

い
選
挙
に
と
っ
て
州

主
義
景
母
校
の
撃
主
の
浜
辺
に
遊
ん
で
い
一
喜
子
の
か
に
欠
か
せ
な
い
も
心
で
す
。
州

母
「
坊
や
、
な
ぜ
そ
ん
な
歩
吉
方
を

i
L
7

ジ
オ
a
p
i
-
-
!
1
A州

よ
い
一
日
明
で
す
。
日
開
校
で
は
全
校
ヤ

ず
る
ん
で
す
。
ま
っ
す
ぐ
森
喜
一
ニ
ヅ
ボ
、
ノ
放
送

e
毎
脅
警
函

路
議
会
議
長
の
選
挙
を
、
z
ι慌
た
ち
さ
、
。
内

し
」
(
額
七
時
一
一
一
十
品
川
グ
諮
じ
い
合
の
…
酬

の
手
に
よ
っT
A汀
な
っ
た
の
で
す
。
子
「
僕
だ
っ
て
日
露
よ
く
ヰ
キ
吉
元
い
一
待
問
。
憲
一
数

H・3
0

一
州

選
馨
諮
問
中
型
一
塁
を
お
き
、
立
燥
機
ん
だ
が
、
お
か
あ
さ
ん
が
歩
き
方

γ
l
i
{
j
j

ラ
ジ
オ
ー
{
干
し
酬

主
主
主
一
己
主
主
主
芸
室=
5
5
5
5言
一
定
喜
一
三
一
三
雲
一
三
一
三
一
三
一
一
言
一
三
至
宝
喜
一
一
喜
一
一
室
芸
霊

Z圭
一
喜
一
一
酬

率
一
に
横
数
〉
年
速
い
に
ら
至
〉
酬

7

を
く
。
枚
豆
毎
交
て
心
か
、
諜
こ
度
酬

む
タ
と
る
な
・
、
、
れ
中
す
上
設
、
制
酬

戸
』
ブ
な
い
分

S

は
り
入
を
ま
た
建
は
紙
肌

有
力
議
て
十
会
タ
く
次
区
い
し
(
見
用
酬

の
議
側
見
、
治
フ
つ
順
地
て
資
意
藤
間

を
測
り
ば
も
自
の
ど
〉
賀
つ
組
制
ご
広
。
川

?
の
こ
し
で

o

町
溝
ほ
ら
須
な
地
や
た
い
削

J
議
。
ば
け
い
察
側
枚
か
、
に
現
望
し
さ
州

一
d

遊
い
し
だ
し
震
の
∞
ろ
は
と
を
。
要
足
だ
酬

の
側
し
も
分
ほ
袋
路

J

こ
度
こ
点
す
の
発
く
制

作
内
孫
北
ほ
故
部
て
(
道
路
と
年
く
地
ま
へ
ら
用
削

れ
波
て
事
の
し
え
い
今
い
の
し
所
か
利
問

書
官
同
れ
、
絡
配
喜
多

o
て
織
配
役
し
ご
刷

浜
入
く
道

F
t

の
す
れ
指
手
市
と
を
側

一
両
急
深
眠
聞
を
お
量
ま
入
ご
急
羽
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